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高電位治療器と

何が違うの？

ここが違う！
DENBAH Health３つの特徴

振動している水分子

高電位治療器と　　　　　 何が違うの？
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DENBA
エネルギーで
健康をサポート！

　電場の力が
空間に広がる！

健康に対する
独自の着眼点
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お財布にやさしい省エネ設計！
1日24時間使用しても電気代
はわずか1円程度です。 
※1ｋｗ＝20円計算

360度が電位空間
♪

ただいるだけで美
しさも、

若々しさも！ 

人間の体は体重の約 60 パーセン
トが水分と言われています。
DENBA  Health は、その体内の
水分子に微細な振動を与えるこ
とで健康をサポート｡若々しさを、
保つ空間をご提供いたします。

高電圧が主流と言われている電位機
器のなかで、DENBA Healthは独
自の電位システムを活用しているた
め低電圧。小さなお子さま、ペット
がいるご家庭でも安心してご利用い
ただけます。 

マットの上に
留まっている
必要なし！

女性、子ども
にもやさしい

1日利用でも
わずか 1 円！

スタンダードタイプの
電位マットは

大中小各1枚の3枚入り

チャージダイプの
電位マットは

大中各1枚の2枚入り

11 10

電位マットから、360度の球体で電位を放
出するDENBA  Health。多くの電位マット
がその上に留まっていなければならない
のに対し、マットを中心に4～5メートル、
360度の空間にいるだけでよいことが特徴
です。そのため大人数での使用が可能に！ 

DENBA  Healthはスタンダードタイプとハイ
グレードタイプとチャージタイプの3種類。ハイ
グレードタイプは、大1枚･中2枚の電位マット
3枚の同時使用も可能。電圧の調整もできるため、
エステサロンやヘアサロンなど美的空間での使用
に最適です。

 

H

H

H

洗練されたスタイリッシュな本体は
コンパクトで軽量。女性の方でも持
ち運びラクラク！使い方も、プラグ
をコンセントに挿し、スイッチを入
れるだけです。 



ご自宅でのトレーニングに使いやすい

ストレッチマットです。

適度なクッション性があり軽量で

持ち運びしやすいロールアップタイプ

です。

DENBA    ストレッチマットの登場ですH

イキイキとした生活に欠かせない
睡眠。寝ているのに元気が出ない
ときは、質のいい睡眠が不足して
いるときかも。そんな大切な空間
が、DENBAに包まれれば、気持
ちよく眠りにつけるはず！ 

リビング、寝室、勉強部屋など、コンセントがあ
る場所ならどこでも OK。また食事や就寝時など、
あらゆる生活シーンに溶け込み、楽しさや潤いを
与えてくれます。
ビジネスシーンにもおすすめです。DENBA 空間
にいるだけで、心も軽く、ウキウキ気分に。

ご家庭だけでなく、ビジネス
シーンにも◎。快適な空間づ
くりを心かけましょう

 書斎や勉強部屋も明るく
健康的な空間に。元気に
のびのびと過ごせるお部
屋に！

13 12



敷くだけでDENBAハウスに早変わり！

場所を選ばない！

あらゆる生活シーンに

リビング、寝室、勉強部屋など、コンセントが
ある場所ならどこでもOK。
また食事や就寝時など、あらゆる生活シーンに
溶け込み、楽しさや潤いを与えてくれます。
DENBA空間にいるだけで、心も軽くウキウキ
気分に。ビジネスシーンにもおすすめです。

読書タイムにも
書斎や勉強部屋も明るく健康的な
空間で、元気にのびのびと過ごせる
お部屋に！

ビジネスシーンにも
ご家庭だけでなく、ビジネスシーン
にも◎。快適な空間づくりを心がけ
ましょう！

寝 室
リビング

書斎
オフィス

Standard
type

High grade
type

3機種の特徴

※出力電圧切替スイッチは本体背面

1,200m
m

600mm

1,2
00
m
m

60
0m
m

1,200mm

1,200mm

1,200mm

1,200m
m

50
0m
m

60
0m
m

500mm

スタンダードタイプ
出力電圧 1800V
電位マット 大（1,200×1,200mm）×1枚・中（1,200×600mm）×1枚・小(500×500mm）×1枚 
 2枚同時使用可能（接続コード2本入り）

※接続コード（高圧出力線）は撮影用のため実際のものとは異なります。 ※製品の色は印刷物ですので実際の色と若干異なることがあります。　
※製品の定格およびデザインなどは、改善のため予告なく変更する場合があります。

ハイグレードタイプ
出力電圧 2200Vと3400Vで切替可能
電位マット 大（1,200×1,200mm）×1枚・中（1,200×600mm）×2枚
 3枚同時使用可能（接続コード3本入り）

Charge
type

1,200mm

1,200m
m

60
0m
m

チャージタイプ
出力電圧 1700V
電位マット 大（1,200×1,200mm）×1枚・中（1,200×600mm）×1枚
   マット1枚接続可能（接続コード2本入り）
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良質な睡眠環境づくりにベスト！
イキイキとした生活に欠かせない睡眠。寝ているのに
元気が出ないときは、質のいい睡眠が不足しているか
も。そんな大切な空間が、DENBAH Healthによって包ま
れれば、気持ちよく眠りにつけるはず！
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手
選
岡
と
手
選
巻
藤
の
ブ

。
た
し
で

　

く
か
に
と
で
の
た
し
で
達
手
選
す

部
操
体
子
女
川
庫
武
、
先
矢
た
い

に
我
怪
「
ら
か
督
監
野
大
の

いの
た
い
だ
た
い
介
紹
と
」
よ
い

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が

  

ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

た
し
で

。

　

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

  

に
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ、
し

   

ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

。
た
し
ま
き
だ
た
い
供
提
を

し
用
使
中
日
１
り
よ
督
監
野
大
　

の
た
い
て
い
聞
と
だ
夫
丈
大
も
て

Ｄ
中
時
六
四
は
に
ち
た
手
選
、
で

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ

  

れ
触
に
ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

、
ら
か
い
思
う
い
と
い
し
欲
て
い
て
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果
成
。
た
し
ま
い
ら
も
て
し
用
使

は

で
様
陰
お
、
く
し
ら
ば
す

ち
た
人
本

い
な
が
覚
自
う
い
と
た
し
を
我
怪
は

で
が
と
こ
む
臨
に
合
試
に
調
順
ど
ほ

。
た
し
ま
き

　

う
ど
年
１
の
こ
「
に
時
察
診
の
後
最

く
な
が
覚
感
う
い
と
た
し
を
我
怪
く

　

れ
そ
、
が
た
し
ま
り
あ
が
ろ
こ
と
い

」
た
き
で
が
帰
復
技
競
に
調
順
は
外
以

　

％
　に
当
本
は
て
し
と
私
の
督
監

い
て
じ
感
と
た
せ
ご
過
を
年
１
の

。
す
ま

　

、
は
時
当
た
し
を
我
怪
が
ち
た
手
選

し
ま
り
あ
が
悔
後
や
さ
な
れ
き
り
や

何
を
れ
こ
に
上
以
れ
そ
も
で
、
が
た

い
思
と
！
う
ろ
や
て
め
進
に
次
か
と

。
た
し
ま

た
れ
く
て
て
当
を
光
に
こ
そ
　

の 

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が

 

ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ。

た
し
で
在
存
の
ｈ

！
い
た
げ
あ
て
し
か
と
何
を
ら
彼

ち
た
手
選
で
と
こ
た
え
会
出
に
グ

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ

　

光
に
ろ
こ
と
た
い
に
底
ん
ど

Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
の
た
れ
く
て
え
与
を

Ａ
Ｂ

 

。
す
で
の
な
ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

　

の
と
我
怪
々
日
は
ち
た
手
選

い
し
か
し
。
す
で
せ
わ
合
り
隣

も
手
選
は
間
瞬
た
し
を
我
怪
ざ

の
い
良
ら
た
し
を
何
も
者
導
指

。
す
で
実
現
が
の
い
な
ら
か
分
か

　

言
に
生
先
の
院
病
て
し
術
手

何
、
ず
き
で
か
し
と
こ
た
れ
わ

で
も
何
も
て
く
た
げ
あ
て
し
か

選
は
幕
る
出
の
ら
僕
。
い
な
き

よ
る
け
動
つ
ず
し
少
が
ち
た
手

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
時
な
ん
そ

 

ｅ
Ｈ

き
で
で
と
こ
る
あ
が
ｈ
ｔ
ｌ
ａ

。
た
し
ま
え
増
が
事
る

　

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

 

ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

な
に
在
存
い
な
ら
な
は
て
く
な

と
る

は
ち
た
分
自
も
と
く
な
少
。
す
ま
い
思

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
助

を
技
競
く
長
、
が
た
し
ま
き
で
が
と
こ

Ａ
Ｂ

  

る
れ
入
り
取
を
ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

い
な
は
で
と
こ
な
事
大
く
ご
す
は
と
こ

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
は
ら
か
れ
こ

 

ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

る
れ
さ
用
利
、
て
し
示
を
味
興
に
ｈ
ｔ

。
か
う

法
療
学
理
る
い
て
い
働
に
緒
一
は
実
　

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
親
両
ご
が
士

 

ａ
ｅ
Ｈ

ま
あ
で
ま
れ
こ
は
身
自
私
、
た
し
ま
い

い
た
し
ト
ン
ゼ
レ
プ
に
親
両
も
分
自
に

。
た
し
ま
い
思
と

毎
に
気
元
ず
せ
も
気
病
ろ
こ
と
の
今
　

い
近
に
歳

　、
が
す
ま
い
て
せ
ご
過
年

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ、
で
の

 

で
ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

い
が
分
自
、
し
す
で
け
だ
く
お
て
い
置

も
に

持
気

レ
プ
に
親
な
近
身
番
一
り
あ
も
ち

。
た
し
ま
し
ト
ン
ゼ

で
グ
ン
ビ
リ
が
父
は
中
日
、
が
す

の
プ
イ
タ
い
な
か
行
も
に
院
病
　

の
こ
、
が
す
で
配
心
で
の
な
親
両

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
う
よ

 

ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

ら
な
る
い
て
れ
く
て
し
用
使
を
ｈ

2004 年、アテネオリンピックで男子体操の主将　
団体総合で金メダル、個人種目別の鉄棒で銅メダルを獲得。現 徳洲会体操クラブ監督　

100

80

A
B
N
E
D
る
語
が
ト
ス
リ
ダ
メ
金

▲インタビュー動画 

米田 功
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い
願
お
を
想
感
の
て
み
て
し
用
使

場
な
う
よ
の
ど
、
た
ま
。
す
ま
し

も
か
の
る
い
て
れ
さ
用
使
ご
で
所

。
い
さ
だ
く
て
え
教● 

た
き
起
朝
。
用
使
に
き
と
る
寝

が
じ
感
い
る
だ
や
れ
疲
の
体
の
時

。
い
す
や
れ
さ
減
軽● 

酸
、
き
と
い
強
が
労
疲
の
習
練

に
中
の
ル
セ
プ
カ
素

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

● 

と
る
寝
、
中
間
期
粛
自
ナ
ロ
コ

て
い
敷
て
け
か
に
腰
ら
か
頭
に
き

そ
に
際
た
し
を
挫
捻
に
中
グ
ン
ニ

。
た
し
ま
い
て
い
敷
に
下
の
足
の

習
練
の
々
日
は
手
選
操
体
、
在
現

い
多
が
と
こ
る
れ
さ
ま
悩
に
ど
な

疲
、
ク
ス
リ
の
我
怪
（
？
か
す
で

）
ど
な
積
蓄
の
労

● 

・
我
怪
の
節
関
・
積
蓄
の
労
疲

い
戦
と
み
痛
の
我
怪
日
毎
・
痛
腰

ほ
が
手
選
る
い
て
し
習
練
ら
が
な

。
す
で
ど
ん
と● 

の
へ
腰
や
身
半
下
で
ど
な
地
着

疲
の
腰
足
、
で
の
い
き
大
が
担
負

が
ど
な
と
こ
い
す
や
り
ま
た
が
労

　
　
　
　
　。
す
ま
い
思
と
る
あ● 

体
も
て
と
、
は
日
の
次
の
フ
オ

、
が
だ
う
そ
け
動
に
限
無
で
気
元
が

が
力
体
や
力
に
う
よ
う
思
に
々
徐

が
応
反
の
肉
筋
、
に
の
い
た
し
が

。
る
あ
が
と
こ
い
な
ま
進
く
ま
う

離
肉
、
と
る
す
を
理
無
ま
ま
い
痛

。
る
あ
も
ク
ス
リ
う
ま
し
て

、
も
に
他
の
そ、
た
ま。
い
さ
だ
く
て

え
教
も
ど
な
果
効
る
じ
感
が
身
自

。
い
さ
だ
く
て● 

。
る
き
で
が
習
練
く
早

Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｂ

用
使
と
時
る
寝
て
し
用
使
を

が
感
復
回
は
で
時
る
寝
で
い
な
し

方
の
き
と
る
い
て
し
用
使
。
う
違

。
い
早
が● 

、
り
た
せ
や
増
を
量
の
習
練
、
分
の

に
手
選
は
の
る
ま
早
が
帰
復
技
競● 

間
時
る
れ
離
ら
か
技
競
が
体
身

感
の
ど
な
技
、
で
の
る
な
く
短
が

、
で
の
む
す
く
短
も
間
時
す
戻
を
覚

チ
モ
と
る
あ
が
覚
感
う
い
と
る
い

、
に
め
た
く
だ

PR

く
い
て
し
動
活

、
て
し
対
に

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

ス
ス
オ
を

て
せ
わ
伺
を
ト
ン
イ
ポ
る
き
で
メ

。
い
さ
だ
く● 

。
適
最
に
復
回
労
疲

● 

イ
ポ
の
大
最
が
の
う
い
と
」
い
い

、
ざ
わ
ざ
わ
。
す
ま
い
思
と
だ
ト
ン

す
り
た
し
ア
ケ
、
り
た
し
グ
ン
ニ

に
り
な
れ
そ
、
し
だ
変
大
は
の
る

い
思
と
る
あ
も
と
こ
る
な
に
担
負

の
こ
、
が
す
ま

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

ん
さ

で
ら
が
な
し
ど
な
業
作
に
他
、
で

と
だ
事
う
い
と
る
れ
作
が
間
時
も

　
　
　
　
　。
す
ま
い
思● 

ゴ
ン
リ
や
菜
野
の
中
の
庫
蔵
冷

話
た
え
換
き
置
に
肉
筋
を
験
実
の

ろ
こ
と
う
い
と
、
る
れ
ら
い
で
鮮

。
す
ま
い
思
と
い
良
が

武庫川女子大学 体操部　DENBA Health ご愛用中

は
後
今

、

Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｂ
Ｎ

て
し
用
使
く
広
幅
を

た
い

が
様
皆
の
員
部
部
操
体
　学
大
子
女
川
庫
武

ら
た
み
て
し
用
使

…

第74回全日本学生体操選手権大会
団体総合 準優勝

杉原愛子選手　
個人総合 2連覇

）
す
で
想
感
・
感
用
使
の
人
個
（

2223



25 24

に
間
空
Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
屋
部
野
城
宮

第69代横綱 元白鵬関　宮城野部屋 親方

北青鵬関

天照鵬関 朝稽古の風景

輝鵬関

　

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

 

を
ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

教
を
由
理
た
し
入
導
に
屋
部
野
城
宮

い
さ
だ
く
て
え

て
れ
ま
し
親
く
深
に
民
国
の
本
日
　

年
、
は
撲
相
大
る
い

６

所
場

(

京
東

各
岡
福
・
阪
大
・
屋
古
名
、
所
場
３

所
場
１

)

。
す
ま
い
て
れ
わ
行

疲
に
日
の
次
に
か
い
、
く
し
珍
は
ツ

。
す
で
切
大
が
か
い
な
さ
残
を
れ

な
は
で
け
だ
所
場
本
た
ま
　

等
業
巡
方
地
に
間
合
の
そ
、
く

力
、
く
多
が
動
移
め
た
る
あ
も

る
か
か
が
担
負
も
に
体
身
の
士

。
す
ま
れ
さ
念
懸
が
と
こ

Ｄ、
中
の
境
環
な
う
よ
の
そ
　

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ

 

ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

 

をち
た
士
力
、
ろ
こ
と
た
し
用
使

ら
み
が
果
効
も
に
復
回
力
体
の

が
と
こ
る
取
を
眠
睡
い
良
、
れ

と
か
い
な
で
の
る
い
て
き
で

　

ト
ン
イ
ポ
く
だ
た
い
め
薦
お

い
さ
だ
く
て
え
教
を

お
・
事
食
・
古
稽
朝
は
士
力
　

、
後
の
呂
風

２

寝
昼
ど
ほ
間
時

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ、
が
す
ま
し
を

 

Ｈと
こ
る
す
用
使
を
ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ

ま
い
て
き
で
が
と
こ
る
と
を
眠

。
す

は
所
場
本
の
撲
相
　

２

１

時
　が
み
組
取
、
間
日
　度

。
す
ま
れ
わ
行
に
時
　ら
か

　

ご
過
で
屋
部
は
外
以
所
場
本

り
な
か
、
で
の
い
多
も
と
こ
す

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
間
時
の

 

ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

、
き
で
が
と
こ
る
す
用
使
を
ｈ
ｔ

が
と
こ
る
い
て
れ
ら
え
整
を
調
体

す
ま
き
で
感
実

。

　

ア
ケ
の
後
古
稽
に
ち
た
士
力Ａ

Ｂ

 
せ
さ
動
作
を
ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

動
可
、
と
う
行
を
術
施
で
態
状
た

ま
り
な
く
良
が
き
動
り
が
広
が
域

。
す

こ
る
す
止
防
を
我
怪
の
士
力
、
て

良
も
に
み
組
取
、
ち
立
役
も
に
と

と
る
い
て
れ
さ
ら
た
も
が
響
影
い

。
す
ま
り
お
て
え
考

　

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

 

ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ
Ｈ

こ
な
う
よ
の
ど
は
の
る
す
待
期
に

？
か
す
で
と

方
親
野
城
宮
　

(

関
鵬
白
元

)

がも
に
前
直
る
す
退
引
、
代
時
役
現

Ａ
Ｂ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
た
い
て
し
用
使

 

Ｈち
た
士
力
の
子
弟
を
ｈ
ｔ
ｌ
ａ
ｅ

る
け
づ
近
に
綱
横
く
早
、
し
残
を

。
す
ま
い
て
し
待
期
を
と
こ
る
れ

15

1518

15
▲インタビュー動画 

宮城野部屋
トレーナー　稲垣翔太
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指定管理医療機器  製造販売認証書

27

効果
効能 頭痛、肩こり、不眠症及び慢性便秘の緩解

医療機器認証取得

家庭用空間電位治療器

医療機器認証番号： 303AMBZX00002000

販 売 名

医療機器認証番号

商 品 型 式 名

一 般 的 名 称

医療機器分類

使用目的又は効能

定 格 電 圧

出 力 電 圧

電 源 入 力

基 本 周 波 数

定 格 時 間

本 体 重 量

外 形 寸 法

付 属 品

主な仕様

家庭用空間電位治療器 DENBA Medical

303AMBZX00002000

DENBA-08H-M-H

）00078907（ 器療治位電間空用庭家

管理医療機器　クラス II

頭痛・肩こり・慢性便秘・不眠症の緩解。一般家庭で使用すること。

AC100V、50/60Hz

約3400V、出力電流 0.03A 以下

3W

50 ～ 60Hz

１時間

約1.9kg

本体：幅182mm×奥行182mm×高さ 90mm
（電源コード約1.5m）

マットMタイプ：横 620mm×縦 1220mm×厚さ10mm
（コード約2m）

Q&A

Q5
使っていると

違和感をおぼえたのですが。

DENBAH Healthのご使用に
よって、体調に違和感をおぼ

えたら、まずは使用時間を短くした
り、マット本体に接触しすぎないよう
にするなど、調整してご使用くださ
い。
また、本製品の使用によって気分が
悪くなったり、発疹、発赤、かゆみなど
の症状が現れた場合は使用を中止
し、医師に相談してください。

Q1
DENBAH Healthと

高電位治療器の違いは？

DENBAH Healthは、水分子を
振動させ、空間全体に効果を

発揮しますので、空間内で自由にお
過ごしいただけるところが大きな違
いです。他の高電位治療器や健康機
器は体が触れている場合にしか効
果を発揮しません。

Q3
子どもがマットの上に
乗って大丈夫？

問題ありません。 
お子様からこ高齢の方まで、

安心してお使いいただけます。 
ただし、ペースメーカー、体内埋込み
型除細動器、心電計などの医用電子
機器との併用は、影響を与える恐れ
があるため、使用しないでください。
詳しくは取扱説明書をご確認くださ
い。

Q6
DENBAH Healthから
電磁波はでていますか？

DENBAH Healthのマット及び
高圧出力線からは、人体に悪

影響のある電磁波は出ていません。
DENBAH Healthから出ている周波数
は、50~60Hzの超低周波電磁界で、
電子レンジや携帯電話などよりはる
かに低い周波数のため、安全にご
使用いただけます。

Q4
DENBAエネルギー空間って
どのくらいの広さなの？

マットを中心に半径約1.5～2
ｍ、360度の大きなDENBA空

間を作り出すことができます。コー
ドの長さ、マットの大きさでの違い
はほとんどありません。

Q8
電気毛布、ホットカーペット
などと一緒に使えますか？

誤作動や故障の原因となりま
すので、同時使用はしないで

ください。（取扱説明書をご確認くださ
い。）

Q7
DENBAH Healthを使用しながら
スマートフォンなどは使えますか？

使用できます。
ただし、DENBAH Healthの使用

中、マット上でコンセントに接続した
状態の携帯電話やパソコン、直接肌に
触れる美容家電等を使用すると、ビリ
ビリとした刺激を感じることがありま
す。ただし、健康を害するものではあり
ません。

Q9
マットのお手入れ方法は？

　 マットが汚れた場合は、、軽く
水拭きするか、つけ置き洗い
で汚れを落としてください。

  または防水カバー(別売)を
ご利用ください。
※つけ置き洗いの際は、マット接続部分
が水に濡れないようにし、洗濯機は使用
しないでください

Q2
DENBAH Healthの消費電力って

どの程度なの？

DENBAH Healthの消費電力は
2w（Charge、スタンダードの場

合）のため、電気代も安く、1日24時間
使用でも1ヵ月わずか37円（東京電力
調べ）また、出力電流は約0.02Aと、嫌
な電気刺激もなく、お財布にも身体に
も優しい設計。
だからこそ、長時間、意識することなく
快適に毎日使用できます。
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